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令和元年 5月 18 

編集発行

矢賀学区連合町内会

矢賀学区社会福祉協議会

四
月
二
十
日
①
、
矢
賀
中
央
集
会
所
に
お

い
て
各
町
内
会
の
会
長
・
副
会
長
・
会
計
並
び
に

各
種
団
体
長
等
が
出
席
し
、
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

議

題
一
、
平
成
三
十
年
度
行
事
報
告

二
、
平
成
三
十
年
度
収
支
決
節
並
び
に監査
報
告

三
、
平
成
三
十

一
年
（
令
和
元
年
）
度
行
事
計
画

四
、
平
成
―

-F'
一
年
（
＾
品
心
元
年
）
度
予
算
審
脳

五
、
そ
の
他

六
、
役
員
改
選

会

長
顧

問

副

会

長
”
 

山

本

大

田

光

永
山

田

”

正

田

”

榎

本

副
会
長
・
事
務
局
長
山
田

副

貪

・

会

計

福

本

理

事

山

EB

”

濱

吉

矢

野

II 

里計浩哲正三修逸暢正和
千

美守雄心 一 夫一夫栂憲登

連
合
町
内
会
の
れ
る

◆
矢
賀
学
区
連
合
町
内
会
◆

四
月
二
十
H
①
、
社
会
福
祉
協
議
会
総
会

に
先
立
っ
て
、
矢
賀
中
央
集
会
所
に
お
い
て
各

町
内
会
の
会
長
・
副
会
長
・
会
計
が
出
席
し
、
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議

題
一
、
平
成
一
二
十
年
度
行
事
報
告

二
、
平
成
三
十
年
度
収
支
決
節
並
び
に監牡
報
告

三
、
平
成
一
一
平
＇
一
年
（
令
和
元
年
）
度
行
事
計
画

四
、
平
成
三
十
一
年
（
令
和
元
年
）
度
予
算
審
購

五
、
そ
の
他

”
 

監

事”
 

普通救命講習会の開催

日 時令和元年6月sa <土）
時間 9時~12時

場 所矢賀中央集会所

申込締切令和元年5月15 a <水）
参加ご希望の方は、各町内会

会長までお申し込みください。

矢賀学区連合町内会

矢賀学区自主防災会連合会

II 

”
 
”
 

監

査”
 

" " " ff ff ff II II 
理

事”
 

久飯米佐植宮山飯向宮世山空

保田田内木本田田谷本羅本下

徹
進
寿弘卜和洋澄敦康忠誠重

兒 雄幸ミ人子雄志 ー 好治昭

六
、
役
員
改
選

会

長

副

会

長”
 

大

田

山

本
正

田

”

山

川

”

世

羅

副
会
長
・
事
務
局
長
福
本

副

会

長

・

会

計

榎

本

理

事

山

田

”

濱

吉

”

矢

野

”

空

下

山

本

宮

本
向

谷
飯

田
久

保

徹 敦康誠重里計浩三哲忠正修和正
進 千
兒 志一治 ll?J美守雄夫心好ー ー 登憲
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広
島
市
4

炉
矢
賀
小
学
校

校

長

原

徹

”
 

会

計

1

1

1

 

T
目
町
内
会

会

長

副
会
長”
 

会

計

四

T
目
町
内
会

会

長

副
会
長”
 

会

計

六

T
目
町
内
会

会

長8
H
⑱
新
体
カ
テ
ス
ト

10
日
⑥
全
校
授
業
参
観
・

P
T
A総
会

1
4
H
o
o
歯
科
検
診

1
6
H巾
ク
ラ
ブ

17
日
⑥
耳
鼻
科
検
診

20
日
⑲
腕
み
聞
か
せ
開
始

2
1
H
o
o
緊
急
時
集
団
ド
校
訓
練

2
2
H
⑱
二
菜
中
学
校
職
場
訓
練

(24
日
ま
で
）

内
科
検
診

2
3
H
巾
避
難
訓
練
（
火
災
）

救
急
救
命
法
購
習

2
4
H
⑥
眼
科
検
診

2
8
H
⑩
心
電
図
（
一
年
生
）

「
千
分
の
七
十
」

新
元
号
発
表
予
定
の
日
、
園
舎
の
鍵
を

開
け
て
い
た
職
員
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
様
子
を
見
に
行
く
と
植
木
鉢
か

ら
小
さ
な
芽
が
出
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
、

子
供
が
植
え
た
ド
ン
グ
リ
で
す
。

秋
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
拾
っ
た
ド

ン
グ
リ
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。
転
が
し
た

り
、
コ
マ
に
し
た
り
。
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
楽

器
に
し
た
り
、
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
の
玉
に
し

た
り
。
そ
の
遊
び
方
は
無
限
に
あ
る
か
の

よ
う
で
す
。

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
小
さ
な
穴
が
開

い
て
ド
ン
グ
リ
虫
が
出
て
き
た
り
、
頭
の

と
こ
ろ
か
ら
芽
？
根
？
が
出
て
き
た
り
も

し
て
、
ド
ン
グ
リ
が
自
然
物
で
あ
る
こ
と

に
、
子
供
た
ち
な
り
に
気
付
き
ま
す
。

図
鑑
で
調
べ
る
と
、
こ
れ
が
根
で
、
植
え

る
と
芽
が
出
て
大
き
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
好
奇
心
が
ム
ク
ム

ク
と
ふ
く
ら
み
ま
す
。

植
木
鉢
に
、
根
が
出
て
き
た
ド
ン
グ
リ

を
植
え
、
毎

H
水
を
や
っ
て
は
、
「
ま
だ
か

な
。
芽
が
出
る
か
な
」
と
様
子
を
見
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
風
景
は
、
毎
年
繰
り
返
し

見
ら
れ
る
も
の
で
、
お
弁
当
に
人
っ
て
い
た

柿
の
種
を
植
え
て
み
る
と
い
っ
た
姿
も
み

ら
れ
ま
す
。
ま
る
で
「
さ
る
か
に
が
っ
せ
ん
」

の
よ
う
で
す
。
た
い
て
い
の
場
合
は
、
な
か

な
か
芽
は
出
ず
、
今
回
の
よ
う
に
芽
が
出

る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
の
図
鑑
に
よ
る
と
、
ド
ン
グ
リ

は
千
個
の
う
ち
、
発
芽
す
る
の
は
七
十
個

”
 

会

計

向

谷

敦

志

里

岡

真

岡

内

恢

木

本

勇

花
倉
法
恵

程
度
だ
そ
う
で
す
。
歓
声
も
あ
が
る
と
い

う
も
の
。
ま
だ
小
さ
く
て
、
さ
わ
る
と
折
れ
て
し

ま
い
そ
う
な
ド
ン
グ
リ
で
す
が
、
子
供
た

ち
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
順
調
に
成
長
し

て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
子
供
た
ち
の
姿

に
も
重
な
り
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
大

樹
に
育
つ
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

平
成
三
十
一
年
度
も
、
か
わ
い
い
子
供

た
ち
が
人
園
し
て
き
ま
し
た
。
花
一
杯
の

園
庭
で
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。五
月
の
行
事

21
日
⑩
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

2
8
日
⑩
う
さ
ぎ
ル
ー
ム

3
1
日
⑥
な
か
よ
し
広
場

後
任
の
迫
新
館
長
の
ド
、

指
禅

の
顔

ぶ
れ
も
変
わ
り
、
ふ
た
り
の
新
メ
ン
バ
ー

を
迎
え
て
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

新
体
制
の
た
め
子
ど
も
達
と
関
わ
り
な
が

ら
矢
賀
児
童
館
の
ル
ー
ル
な
ど
を
学
ん
で

お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
指

樽
、
ご
服
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

児
童
館
で
毎

H
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
元
気
よ
く
「
こ
ん
に
ち
は
」
「
さ
よ
う

な
ら
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
す
。

指
祁
員
は、

f
ど
も
達
の
顔
を
見
な
が
ら
あ
い
さ
つ
の

様

f
で
、
今

H
の
学
校
で
楽
し
い
こ
と
が

あ
っ
た
か
な
、
元
気
が
な
い
け
ど
何
か
あ
っ

た
か
な
な
ど
感
じ
な
が
ら
声
を
掛
け
て
、

伯
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
児
童
館
の
約
束
や
過
ご

し
方
、
遊
び
の
ル
ー
ル
を
伝
え
て
い
ま
す
。

緊
張
気
味
だ
っ
た
一
年
生
も
少
し
ず
つ

に
恨
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
卓
球
指
導
に
月
5
木
に

豊
村
先
生
が
来
館
さ
れ
ま
す
。

1
年
生
も

今
月
の
卓
球
教
室
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。
上
級
生
が
。
フ
レ
ー
す
る
の
を
見
て
、

点
球
を
し
た
く
て
仕
方
な
い
よ
う
で
す
。

新
年
原
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

（
次
頁
へ
）

戦
員
の
異
動
が
あ
り
、
大
泊
美
保

f
館
長

が
翠
町
児
童
館
に
転
勤
に
な
り
ま
し
た
。

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園

長

井

筒

敦

子

空

F
軍
昭

矢
野
里
美

新
井
幸
江

広
瀬
郁
美

住

川

光

春

五
月
の
行
事

7
B
⑩
学
校
朝
会

校
内
研
修
会
の
た
め
四
時
間

演

吉

計

守

保
田
訓
雄

平
野
雅
彦

矢
野
公
一

”
 

会

計

東
山
町
内
会

会

長

副
会
長”
 

" 

山
田

浩
雄

松
谷

邦
三

吉
川

和
三

福
島

久
雄

田
巾

守

園
野

秀
典

”
 

会

計

新
町
南
町
内
会

会

長

副
会
長”
 

宮
本
康
一

爪
吉
消
美

高
砂
博
文

吉

田

克

松

原

尚

”
 

会

計

二
丁
目
町
内
会

会

長
副
会
長”
 

世
羅
忠
好

臼

井

明

米
田
寿
雄

藤

谷

和

博

大
西
純
人

-
T目
町
内
会

会

長
副
会
長”
 

大
田
正
憲

橋
本
一
夫

村

上

正

石
本
秋
喜

吉
野
雅
子

”
 

会

計

新
町
町
内
会

会

長

副
会
長

会

計

新
町
中
町
内
会

会

長

副
会
長”
 

山
本
誠
治

織
田
敏
夫

国
司
正
次

細

川

洋

木
村
直
蔵

岡
沢
恭
久

岡

本

郁

f

川

本

刑

f

平
成
三
十
一
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
新
た
に
六
名
の
先
生

方
、
五
名
の
転
人
生
、
六
十
名
の
一
年
生

が
加
わ
り
ま
し
た
。
教
職
員
、
同
、
一
丸

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今
、
世
間
で
は
働
き
方
改
革
が
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
校
長
に
な
っ
て
八
年
H
で
す
が
、

そ
の
一
年

H
か
ら
こ
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
取
り
糾
ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
。

ま
ず
、
行
っ
た
の
が
会
議
の
時
間
の
短
縮

で
す
。
伝
達
事
項
、
連
絡
事
項
、
確
認
事

項
等
に
つ
い
て
は
各
自
で
読
む
こ
と
と
し
、

会
議
の
中
身
を
精
選
し
ま
し
た
。
一
二
十
分

以
内
で
会
議
を
終
え
る
こ
と
を

H
標
に
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

会
議
を
短
く

す
る
こ
と
で
、
先
生
方
に
子
ど
も
た
ち
の

J
ー
ト
を
見
た
り
、
テ
ス
ト
の
採
点
を
し

た
り
、
明

H
の
授
業
の
準
備
を
し
た
り
す

る
時
間
を
つ
く
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

次
に
、
様
々
な
行
事
の
準
備
を
全
員
で

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
矢
賀
小
学
校
は

" 

平
成
三
十
一
年
（
令
和
元
年
）
度
副
会
長

各
町
内
会
役
員
紹
介
”

小
さ
な
学
校
で
す
。
し
か
し
、

行
事
は
后

じ
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

行
事
を
行
う
た
め

に
は
、
様
々
な
準
備
が
必
要
で
す
。
そ
の

準
備
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
準

備
を
全
員
で
行
う
こ
と
で
、
時
間
を
短
縮

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
「
働
き
方
改
革
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
先
生
方
に
も
っ

と
良
い
環
境
で
働
い
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う

願
い
は
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
、
今
行
っ
て
い
る
会
議
そ
の
も
の
が

本
当
に
必
要
な
の
か
、
行
事
に
つ
い
て
は
ど

う
な
の
か
等
そ
の
精
選
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
も
っ
と
も
っ
と
ス
リ
ム
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
八
月
l

に一

1-8間
の
学
校
閉
庁
日
を
つ
く
り
、

農

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

毎
週
一
回
以
上
の
定
時
退
校
日
を
設
け

実
施
す
る
よ
う
に
指
溝
を
受
け
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、

学
校
を
取
り
巻

く
環
境
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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四
月
二
十
五
日
に
は
、
入
学
・
進
級
お

め
で
と
う
会
に
「
ホ
ロ
ホ
ロ
」
さ
ん
を
迎
え

彩
絵
を
楽
し
み
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
諸
事
情
に
よ
り
児
童
館
ま

つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
度
は
、
七
月
十
―
―

-8
由
に

開
催
す
る
迎
ひ
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

達
と
一
緒
に
準
備
を
こ
れ
か
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
保
設
者
の
み

な
さ
ま
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
孟
隠
且

館

長

迫

香

里

児

童

館

担

当

福

永

美

弥

子

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
玉
岡
万
里

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
吉
村
裕
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5
月
の
行
事

8
8
⑱

5
1
0
日
⑥

プ
レ
ゼ
ン
ト
工
作

（
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
ハ
ン
ド
ミ
ラ
ー
）

16
日
巾
オ
セ
ロ
教
室

2
0
H
⑰
落
語
を
楽
し
も
う

23
日
巾
卓
球
教
室
(
1年
生
対
象
）

3
0
H
⑯
避
難
訓
練広
島
市
矢
賀
児
童
館

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
の
四
月
か
ら
矢

賀
地
区
を
担
当
し
て
い
る
平
西
で
す
。
い

よ
い
よ
新
時
代
「
令
和
」
が
始
ま
り
ま
し

た
ね
。
大
人
も
子
ど
も
も
心
機
一
転
、
健

や
か
な
毎
H
を
送
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
五
月
―
―
-+
-Hは
世
界
禁
煙
デ

ー
で
す
。
今
回
は
、
タ
バ
コ
が
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
タ
バ
コ
と
聞
く

と
真
っ
先
に
肺
が
ん
の
原
因
と
思
わ
れ
る

方
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
C
O
P
D
(
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）
を
発
症
す
る
原
因
で
も
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

C
O
P
D

は
別
名
「
肺
の
生
活
習
慣
病
」

「
タ
バ
コ
病
」
と
も
呼
ば
れ
、
長
年
の
喫
煙

が
主
な
原
因
と
な
り
、
肺
や
気
管
支
の
組

織
が
壊
れ
て
呼
吸
が
う
ま
く
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
最
初
は
か
ぜ

の
症
状
と
似
て
い
ま
す
が
、
病
気
が
進
行

す
る
に
つ
れ
息
切
れ
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
四
六
時
中
満
足
に
呼
吸
が

出
来
な
い
状
態
に
な
り
、
ふ
つ
う
に
歩
く

こ
と
も
話
す
こ
と
も
難
し
く
、
酸
索
ボ
ン

べ
が
手
放
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一

度
壊
れ
て
し
ま
う
と
、
肺
自
体
の
機
能
は

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
今
、
症
状
が
出
て

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

い
な
く
て
も
早
め
に
専
門
医
に
相
談
、
禁

煙
を
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
の
こ
れ
か
ら

が
変
わ
り
ま
す
。

C
O
P
D

が
心
杞
な
方
は
次
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□

1
0年
以
上
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

口
慢
性
的
に
咳
と
痰
が
出
る

口
息
切
れ
し
や
す
い

口
同
年
代
の
友
人
や
同
僚
と
歩
く
と
遅

れ
る

□

3
階
以
上
の
階
段
は
休
み
な
が
ら
上
る

□

4
0
歳
以
上
で
あ
る

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
か
か
る

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

H
常
的
に
受
動

喫
煙
の
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

C
O
P
D
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
。
妊
婦
や
胎
児
が
受
動
喫
煙
を
受

け
る
と
低
出
生
体
重
児
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
タ
バ
コ
の

煙
を
吸
う
と
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
家
族
に

妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
で
は
、
積

極
的
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ

う。禁
煙
の
相
談
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
随

時
対
応
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

山

本

和

登

◎
去
る

一
月
十

一
日
、
矢
賀
二

T
目

の
坂
本
満
喜
子
様
が
ご
逝
去
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
度
、
喪
主
坂
本
妙
子
様
か
ら
生
前

何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
、
金

一
封
を
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た。
◎
去
る

一
月
三
十
一
日
、
東
山
の
坂

厘
英
昭
様
が
ご
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
喪
主
坂
厘
了
子
様
か
ら
生
前

何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
、
金

一
封
を
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
、

町
内
の
住
民
福
祉
の
た
め
有
効
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

温
か
い
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

東
保
健
セ
ン
タ
ー
（
地
域
支
え
あ
い
課

保
健
師
平
西
桃
子


